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ぺた語義は pedagogy（教育学）を元にした造語です．常設の教育コーナーとして教育や人材育成に関する記事を広く掲載しています．
ぺた語義に掲載された記事は，情報処理学会 Web ページの「教育・人材育成」からどなたでもご覧いただけます.

CON T EN T S

　筆者は大学で文化人類学を学んだ後，文部科学省に入省し，学習指導要領を担当した．その 10 年後の 2018 年，

再び学習指導要領担当になった．高等学校で「情報 I」が必履修科目となり，情報教育を担当する職員も増えたこと

に驚いたのも束の間，2019 年には私自身にも情報教育担当の併任がかかり， さらに 2020 年からは大学入試センター

で共通テストでの『情報 I』の出題などを担当している．情報について深く学んだことのない私が，情報教育へのか

かわりを年々深くしているのも，情報教育が重要な時代が到来したことの現れなのだろう．

　かく言う私だが，実は，大学 1 年時に教養科目「計算機プログラミング」を履修していた．専攻分野に深くかかわる

科目ではなかったが，シラバスで目についた際，「今後，何かの役に立ちそうだ」と直感的に思ったのである．しかし，

他の履修者は工学部や理学部の学生ばかり．授業についていけなくなり，宿題にも苦戦し，学期末の課題は工学部の先

輩の助けを得た．私が長々と書いたプログラムを，先輩はわずか 5 行のプログラムにまとめてくださった．その 5 行には，

美しささえ感じた．しかし，美しさを感じただけでは力は伸びず，期末試験の点数は悲惨なものだった．

　苦い思い出となったプログラミングだったが，「学んでよかった」と思う場面は多々ある．大学入学を機にパソ

コンやインターネットを利用し始めた私にとって，それらは「魔法」だったが，プログラミングを学び，この便利

さはプログラミングのおかげだと実感できた．また，幅広い業務（令和 7 年度共通テストでは，『情報 I』以外に

も多くの変更があり，さまざまな検討が必要）と，育児など私生活を同時並行でこなす上で，何をどの順番でどう

進めればよいかを整理できるのも，多様な条件を整理してコンピュータに処理を指示する経験をしていたおかげだ

と思っている．

　私も「情報Ⅰ」を高校で学んでいれば大学のプログラミングの授業でより多くを学べたろうに……という思い，そ

して，プログラミングがこれからの時代を生きていく上で役に立つという確信を胸に，今日も令和 7 年度共通テス

トに向けた業務に取り組んでいる．

　大学入試センターでは，現在，令和 7 年度以降の共通テストの問題作成の方向性について検討しており，2022 年

11 月を目途に『情報 I』と『旧情報（仮）』の試作問題などを公表する予定です．

共通テスト『情報 I』業務の中で思うこと
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